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［はじめに］当院では2003年6月に4名用第二種装置

（川崎社製KH0-300S・1）が設置され，高気圧酸素治療

（以下HBO）が開始された。稼動当初，新規患者を含

むHBOにおいて，新規患者の耳抜き不良による耳痛出

現のためHBOを中止し，同室の患者に迷惑を掛けた

ケースがみられた。その対策として2003年 7月より新

規患者に対して体験加圧（1.6気圧昇圧）を実施してい

る。今回我々は，この体験加圧の有用性について検討

したので報告する。

｛対象と方法］2005年4月 1日から2006年 7月31日ま

での聞に，当院でHBOを行った167例を対象として，

体験加圧の実施状況，耳痛出現の有無および出現時

の気圧，鼓膜切開実施について検討した。

［結果】対象期間にHBOを実施した167例中，体験加

圧を行ったのは51例（30.5%）であった。体験加圧を行

わなかった残り116例の内訳は，鼓膜切開49例， HBO

経験者20例，スタッフ入室47例，内室一人治療36例，

その他5例であった。体験加圧を行った51例中14例

(27.5%）に耳痛が認められ，その内鼓膜切聞を行った

のは 7例であった。体験加圧にて耳痛がみられた14

例の耳痛出現時気圧は， 1.2気圧台4例（28.6%),1.3 

気圧台7例（50.0%),1.6気圧3例（21.4%）と1.3気圧

台に多くみられた。

［考察】体験加圧を行った51例中，本治療で耳痛により

昇圧を一時停止したのは2例（3.9%）あったが，治療

中止になった例はみられず同室の患者に迷惑を掛ける

ケースが大幅に減った。また，アンケート調査において

も「耳抜きのコツがつかめた」「HBOに対する不安が

減った」「体験加圧は実施すべき」という回答が多くみら

れ有用であると思われた。

［結語】新規患者に対する体験加圧は，耳抜きのコツが

つかめ， HBO実施の不安排除に有用であった。
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医薬品，医療機器等を製造販売している事業者は，

2005年から企業報告制度として副作用・不具合等の情

報を医薬品医療機器総合機構へ報告することが義務

づけられた。企業報告制度の主たる目的は安全性の

確保であり，医薬品等の品質，有効性及び安全性に関

する事項，その他医薬品等の適正な使用のために必

要な情報を収集，検討およびその結果に基づく必要な

安全確保措置を行わなければならないこととされてい

る。演者らは，企業報告制度により収集した医療ガスの

適正使用情報のうち，特に高気圧酸素治療（以下HBO)

に関する報告に着目し検討を行ったので報告する。

【調査方法】調査方法は，（財）日本医薬情報センター

が収集している日本国内の学術団体による学術大会

抄録集および定期刊行学術雑誌から，キ｝ワードを酸

素，窒素，二酸化炭素および亜酸化窒素に絞り，これ

らの医薬品の副作用と有効性に関連する事項のみを抽

出した。今回の調査では海外情報については対象と

しなかった。

【結果］2000年4月から2006年 3月の 6年間に収集さ

れた論文および学会報告抄録の総数は，総計1,673件

であった。これらのうちHBOに関する報告が68件あり，

疾患に対するHBOの有効性の報告が33件，無効もし

くは気圧傷害症例が10件，その他臨床応用や臨床検

討に関する報告が18件，動物実験が 7件であった。

報告の約半数が， HBOの有効性に関係し， HBOと酸

素に直接起因する副作用症例報告は認められなかっ

た。また，公知された学術媒体は日本高気圧環境・潜

水医学会が68件中 7件であり，当学会以外で比較的

多くの報告が行われていることが知られた。
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